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地域活動のご紹介 地域から信頼され、必要とされる士業であり続けるために・・・

　持ち主が分からなかったり、多くの共有者がいて困ったりする「所有者不明土地」の面積は
九州を上回り、このまま何も対策を講じなかった場合は北海道の面積に迫ると推計されています。
　不動産の登記名義人（所有者）が死亡した場合に所有権の移転登記をせず、そのまま放置される
「相続登記未了」も所有者不明につながる一因ですが、最後の登記から50年以上経過している土地
の割合は、大都市では全体の6.6％、中小都市・中山間地域26.6％という調査結果も出ています。
　今回の法改正は、法務省が抱えるこれらの課題の解消に向けた本気度が感じられます。
　一方で憲法の保障する財産権の観点や現実的な問題として相続人間の法律関係を複雑にすることの
懸念から、この改正法案に対して反対意見を出す政党や団体もあるようです。
　そして最も注目すべき点は、本来は法律の施行後の相続が対象となるという法の不遡及の原則が
ありますが、相続登記の義務化法が施行された場合、すでに相続が発生し登記が未了である件につい
ても法律が適用されるという法律の附則案が出されている点です。この附則案までもが施行されると、
すでに生じているすべての相続で不動産登記が未了の事案に影響を及ぼすため、かなりの混乱も予想
されます。
　法案が可決した場合、施行されるまでの１～２年の間メディアなど様々な情報が飛び交うでしょう。
　私たち司法書士も今後の推移を見守りつつ、これらの法制に理解を深めて皆さまに確かな情報を発
信し、安心できる対応を提案していかなければならないと感じています。

１．くらしと住まいの丸ごと安心サポートセンター
　　「一般社団法人オーケストライフ」のHPが完成しました。
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　2001年の開業以来、多大なお力添えをいただいている地域への恩返し、そして地域がますます
元気で豊かになってほしいという思いから地域活動を行っています。
　また、多岐にわたる司法書士業務において一事務所だけではお客様に対して質の高いサービスを
提供できないことから、行政や福祉、地域企業とよりよいネットワークづくりに力をいれています。
　昨年度の活動の一部をご紹介します。

法律や税務などの問題に限らず、くらしや住まいの“お困りごと”
を解決するために、当所の清水が代表を務める弁護士・税理士など
11の士業グループ「LTR」と地元の多種多様な業種がタッグを組み
リフォーム、清掃・家事代行、防犯・車の修理などの住まいのこと、
不動産、相続・遺言、成年後見、老後生活・終活などのくらしのことをワンストップで対応します。

２．ニュースレターの封入・封緘作業を「社会福祉法人クローバー」さんに
　  お願いしています。

いつも当所職員総出で仕事の合間に発送作業をしているので、
お客様のお手元に届くのが遅くなることが課題でした。
戸塚区深谷町を拠点に障がいのある方が利用する事業所を
運営されているクローバーの理事長さんから
”コロナ禍で受託作業が激減し困っている”と
伺ったことをきっかけに、封入・封緘作業をお願いしました。
知的障がいの方は繰り返しの多い単純作業が得意だそうで、折目も大変綺麗な仕上がりです。
納品にいらっしゃる利用者さんたちの「作業が愉しかった」という笑顔がいつも印象的です。
当所はクローバーさんから納品された封筒に宛名シールを貼るだけになったので、職員の負担も軽減
されましたし、いつもより早く発送ができるようになりました。

３．子どもたちの未来を育む地域活動を応援しています。
当事務所の業務はどちらかというと成年後見などご高齢の方のサポートがメインです。
子どもたちが豊かな心を育み、未来を拓く力を養えるように願いを込めて
子ども支援を行っている地域のNPOや団体の活動を応援しています。

「ウェルカムベビー」で
寄贈した本（清水サイン入り）

◆NPO法人戸塚てらこや
子ども・若者・大人が共に学び共に成長する場づくり

◆フードバンク浜っ子南
ひとり親家庭や地域の子供食堂や児童福祉施設への食糧支援

◆こども食堂「なないろのあした食堂」
戸塚小学校前のカフェ「Café With U」内で毎週金曜日に開催

◆ウェルカムベビープロジェクト
地域みんなで子育てする環境づくりの一環で出産祝いを贈る活動


